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　本稿で は
， 現代 ロ シ ア語の 非円唇前舌高母音 ［i］と非円唇中舌高母音 ［i］

に 関す る 従来 の 解釈 をふ ま え， 記述 主義 の 原理 的な立場 か ら新 た に 音韻 解釈 の

過程 を提示 し，

「
現代 ロ シ ア語の い か な る音節 も子 音で 始 ま る」 と考え さ えす

れ ば， Li］と ［i］に 共通 す る特徴の 束 と して の 音素／1／を設定す る こ とが で き

る とい う可能性 を指摘す る 。 さ らに こ の 解釈 に 基づ き
， 従来 の 伝統 的 な記述に

よ る母音体系 とは異 な る母音体系 を提案 し，
こ れ を支持 す る間接的 な根拠 と し

て
，

この 解釈 が形態論の 記述 に もた らす メ リ ッ トに 言及 し， また母音体系の 方

言的差異 の 解釈 に 関す る仮説 に も触 れ る 。 本稿 の 解釈案 は 他 の あ りうる 諸解釈

の うち の
一

案に す ぎな い が ， 本案は ， 音韻解釈 上の 諸原則に 準拠 し， か つ 音声

現実 の 観 察 と話 者の 内省 か ら乖離 しな い か ぎ り， 広範な音韻現象 を最 も簡潔に

説明 しうる解釈が よ り妥当で ある ， とい う前提に 基づ く案 で あ る。

1． ［i］と ［甚］の 再解釈の 第 1段階
1

　子 音で 始 ま る 1音節語の うち ， ［日 また は ［i］を音節主音 とす る語 を表 1

に掲 げる 。 角括弧 内の 音声表記 は簡略表記で あ る （以 下 同 じ）♂ A 類 の 語頭 子

音 は
厂硬 子 音」 つ ま り非 口 蓋化子 音 （正 し くは軟口 蓋化 子 音）で あ り，

B 類 の

対 応の 語の 語頭子 音 は
「
軟子 音 」 つ ま り口 蓋化子音 （jEし くは硬 口蓋化子音 ）

で あ る 。 各行に お い て 対 をなす語は 最小対 をなして い る よ うに み える 。
こ れ ら

の対 の差 異 を語頭 の 子音の 差異 とそ れ に 続 く母音の 差 異の 両 方 に帰 す解釈に よ

る音素表記 を 「a 案 」 の 列 に 記 し ， こ れ らの 対 の 差 異 を語頭 の 子音 の 差異 の み

に 帰す 解釈 に よ る音 素表記 を 「b 案 」 の 列 に 記す 。 前者 は音素／i／と／i／を設 定

する解釈案で あ り， 後者 は音素／i／を設定 しない 解釈 案 で あ る 。 確 認 しえたか

ぎ りで は，
u シ ア語の ［1］ と ［i］に関 す る従来 の 解釈 に は a 案 と b 案 以外 の

解釈は な か っ た 。

」

　子音 で 始 ま る 2音節 以 内の 語 の うち ， ［司 ［i］以 外 の 母音 を音節主 音 と し，

1

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

古賀義顕

表 1

（A 類）

1．　 6hL圧

2．　 Sb ［」1

3．　 HI聰ITb

4．　 ［lbL叮

5．　 CblP

　　 　　　 　 a ．案　b案

［b4
’1］《あ っ た 》　／btl／／biY

［vi
’ll《吠 えた》 A・・11／ ／vil ，

i

匝 咽 《疼 く》　 ／n 鯉 ／nitヴ

Lp判 ］《情熱 》　 ／P茎1／／P｛t／

［註
’
r］《チ ーズ》　／訴 r！ ／s｛r／

（B 類 ）

工．　 6H．1　　［b］ilユ
2，　BHJ 　　［v 亅i’1］

3． HHTh 　 Ln・ドtj］

4．　Mt ．A　　「P判 ］

5． CMJI 　 ［s・i唄

　 　 　 　 　 a 案 ＝ b 案

《打 っ た》　　 ／b・il／

《編ん だ》　　　 ／v 旧／

《糸》　　　　　 ／TI
・ilV

《飲ん だ》　　 ／piil／

《力 （複数）の 》　 ！s1｛1／

か つ 語頭子音の 硬 軟の 差異 と語頭 音節の 母音の 差異に よ っ て 異な る語の 対 を表

2 に 掲 げ る 。 A
’

類 の 語頭 子 音 は硬 子 音 ，
　 B噸 の 語 頭 ア音 は 軟子 音 で あ る 。 軟

子音の 直後の 母音 を対 応の 硬子音 の 直後 の 母音 と較べ る と
， 前者の 調音点は後

者の 調音点 よ りも前で あ りか つ 高 く， 前舌面が硬 口蓋 に 向か い 上 昇 （高舌化）

し
，

か つ 前進 （前舌化） して い る 。
こ の 調音．ヒの 特 徴及 び それ に 伴 う Li］に

似た （Li」−06pa3Hb 面 ， 硬 冂 蓋性 を帯 びた音色 を補助記 号 ［」で 表す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十

表 2

（A
う
類）

1．　pafl　 《嬉 しい 》　　［ra
▼t］　 ／「fit／

2． BOel　 《去勢牛》　　［vo
▼1］　 ／v61 ／

3． cy 皿a　《船 （複数）》　［suda
’

］ ／suda ／

1．

2．

3．

（B
’

類）

P・A 《列》　 ［・
1

ギt］ ／・
，at／

Be．q　 《導い た 》　「vlO
’11　／V・，6V

　 　 　 　 　 　 　 　 　

c｝o丑a　《こ こ
1
＼》　　Ls亅uda ’

］　／slud 巨／

　［a ］「o］［u ］ は硬 子 音の 直後 に 現 れ ， La］［o］［u］は 軟 子音 の 直 後に 現れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋　　　　

よ
　　　　 ト

て お り， 相補分布 を な して い る 。 また音 声 的 に 類 似 し て い る ［a］ と ［a］，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

［0 ］ と ［ol ， ［ul と ［U］の 間 の 差異 で あ る ［］で 表 した 特徴 は 直前の （同
　 　 　 　

　
ト　　 　　　 　　 　　　 　　 　 ＋　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 キ

じ硬 口蓋性 を特徴 とす る）軟子音 に該当す る特徴で あ り， 軟子音 が順行 同化 の

作用 に よ っ て 後続の 母音に硬 口蓋性 を附与 して い る ， と考 え うるた め
， ［a］ と

［a］， ［o］ と ［o ］， ［ul と ［ul を そ れ ぞれ同一 音素／a／／o／／u／と して 認 定 して
イ　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 ＋　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 T

よ い だ ろ う。 表 2 の 各語 に 施 した 音素表記 は L］を余剰 な特徴 とみ な す こ う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

した解釈 の 結果 で あ り， 各音韻論学派の
「
．
理 論 」 に 帰せ られ る， あ ま り本質的

で は な い 表 記上 の 相違 を無視す れ ば ， 従来 の 解釈 も実質 的 に こ れ と同 じ解釈 で

あ る
。

こ う し た 解釈が 妥 当な ら， 表 1 の 対 の 解釈 に 際 して ， ／i／で はな く／i／を

音素 と して 立 て な い の はむ しろ不 自然 で あ る 。 と い うの も， ／i／を音素 と して 立

て さえすれ ば ，

「
軟子音の 直後で 母 音 は高舌化か つ 前舌化 す る 」 とい う説明 を

［4］［d に もそ れ 以 外 の 母音 に も
一 様 に 適 用 で き， 音素 表示 か ら適 切 な 音声表
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示 が導 か れ る か らで あ る （そ の 際 国 は本来 的に ［高舌］ とい う特徴 を持 つ

母音で あ り， した が っ て ／y は軟子 音の 直後で 前舌化 の 作用 の み を こ うむ る）。

した が っ て 表 1の B 類 の 国 は ， ／▽が 直前の 軟子 音 の 影 響 に よ り前舌 化 した

姿 と考えるの が順 当で あろ う。

　母音 な い し半母音 Lj］で 始 まる 語 を表 3 に 掲 げ る 。

表 3

（A 類 ）

1．　 3To

2．　 a江

3．　 06a

4． yTpo

5．　 bl4

6．　 即

《これ》

《地 獄》

《両方》

《朝》

《（字母の 名）》

《沈泥》

［e
，
tg］　　　　／6ta／

［a
ワt］　 ／盃こ／

［げbg］　　／6ba／

［u
’tr∂］　／titra／

Lい］　 ／手／

Li▼1］

（B 類）

1．　 eola

2．　 fln3

．　 e，IKa

4 ．　 【o 「

5．

6．

《食べ た》［jg’b］ ／jela／
《毒》　　　　［ja’t］　　／jat／
《ヨ ル カ 》 ［jo’lke］／j61ka／
《南》　　　　［jり

’k］　　／jthk／

　硬 口 蓋音 ［j］に よ る順 行同化 に よ り，
B 類の ［j］の 直後 の 各母 音 もや は り

硬 口 蓋性 を帯 び て い る が ， こ こで 注 目す る べ きな の は む し ろ，
B 類 の 5行目と

6 行 目が 空 き間 に な っ て い る こ と で あ る 。 ［i］は ［］ とい う特徴 と同様 ， 硬
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋

口 蓋性 （高舌性 と前舌性）に よ っ て 特徴づ け られ る とい っ て よ く，
B 類 の ［e］

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋

［a］［o ］［u］ と同 じ特徴 ［］を共有 して い る以 上 ，
こ こ で H．n ［i

’1］《沈 泥 》
＋　　　　

−
ト　　　　 ＋　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の 語頭 の ［ij を軟 子 音／j／と高舌 の 母 音 音 素／y の 結 合 とみ な し ， ／y が／」／に

よ っ て 前舌化 （順行同化）され た結果， ［i］ と して 実現 して い る，
と解釈す る

と ， B 類 5行 目の 空 き間 が 埋 ま り （す な わ ち u ／i／《（字母 の 名）》：H，1 ／jil！
《沈泥》），

か つ 表 2 の 音 素表 示 を支 え る解釈 との 平行 性 も保 た れ るた め ， 全 体

と して体系的な好 ま しい 解釈 となる 。 音声 的 に類 似 して い る ［1］ と 国 が歴

然 た る相補分布 を示 す に もか か わ らず ， あ え て母音音素 の 総数 を増や す a 案の

難 点 と ， 字母 bl の 名称 を音素表示 で きな い b 案 の 難点 を 同時に 免れ て い る こ

うした 解釈 の 反証 と な り う る事実 は さ しあ た りみ あた らな い
。

2。 ［i］ と 田 の 再解釈 の メ リッ ト

2
．

1
．
BHTa ””｝o と BvaHTanHlo 等の 音節構造の 明示

　前置詞句 KM ，，1＞
．T 《沈泥 の ほ うへ 》，

　 CM 、IOM 《沈 泥 と と もに 》，
　 BMJI 《沈泥 の な

か へ 》 の 発音 は 概略 そ れ ぞ れ 次 の 通 りで あ る （［／1 は非 ロ 蓋化子 音 ［k］［s］
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［v］か ら後続の ［i］へ の 出わた りに お ける 中舌 面 の 上 昇 と， それ に 伴 う音声

を表 ず ）：［k／i
’lu］， ［s／i

’lem］， ［v／i
’t］。

こ れ ら の 句 に 現 れ る ［／i］ とい う音

声 に 関 して
， ［i］の 前舌性 と ［／］が ／j／に ， ［i亅の 高舌性が 先 に 立て た音素／i／

に そ れ ぞ れ 該 当す る ， とみ な す と， 次 の よ うな 音 素 表示 が え られ る。
KM ，Illl’

／kjilu／《沈泥 の ほ うへ 》，
　 C　 M」OM ／sjilam ／《沈 泥 と と も に》，

　 B　 H．q／vj壬1／《沈泥

の な か へ 》 （既 出 Bb 耐 v｛1／《吠 えた》 と比較せ よ）。 レ司 と明確 に 区別 さ れ る

［ji’］ とい う音声が ロ シ ア語 に 現 れ な い 以 ヒ，
こ う した解釈 を採 る こ と に不都

合は な く，
こ の 解釈 を採れ ば， 語頭 に Cje

，
　 Cja

，
　 Cjo

，
　 Cju は現 れ るが （K・e．IM

［kje
’Pj］《エ ゾマ ツ の ほ うへ 》，

　 K　 H田 HKy ［kja
’
¢
▼iku］《箱の ほ うへ 》，

　 K　 e爪 e

［kjo
’1kJe］《ヨ ル カ の ほ う へ 》，

　 K　rory 　Lkju’gu］《南 の ほ うへ 》）Cjiは 現 れ な い
，

とい う音声レ ベ ル での 不均衡 な分布 を音素 レ ベ ル で の 音節構造の 記述に 持ち込

まず に 済 む 。

　さ ら に ，
こ う し た 解釈 を採 れ ば， 従来 不 明 で あ っ た BMTankl｝o 《ヴ ィ ター

リー に 》 と BHTa 、IHK ） 《イタ リア へ 》及 び KHpe 《キ
ー

ラ に》 と 1〈 Hpe 《イー ラ

の ほ う へ 》 と い う句 の 対 の 音節構造 を 明示 す る こ と が で き る 。 ABaHecoB

（1984： 143−44）は こ れ ら各対 の 発音上 の 差異 を認 め て は い る が
，

6
／k／に 対立 す

る軟子音／k’／を設定せ ず， か つ ／i／を独 立 した 音素 と し て 認 め て い な い た め

（同書 52
，
60 頁以 下），

こ れ らの 例 の そ れ ぞ れ の 第 1音節を ま っ た く同様 に 音

素 表 記 せ ざ る を え な い だ ろ う 。 ま た 実際 に PeφopMaTCKHh （1957）
7
の 解釈 は

KMpe 《キー プ に 》 と KHpe 《イ
ー ラ の ほ うへ 》 に 関して

「
音素構成 は同 じで あ

る cocTaB φoHeM 　ToT ＞Ke 」 と しなが ら
「
それ で も区別 され て い る ABce −TaKH κ

物 θ HKupe 　pa3。：n ・la｝eTC 月！」 と い う原理 的な矛 盾に 陥 っ て い る♂ そ れ に 対 して
，

現実の 音声の 観察に 基づ く表 4 に 示 した 私 の 解釈は こ う した矛 盾 を免れ て い る

と同時に ， お そ ら く上記の 対 の 差異 を音素構成の 面 と音節構造の 面 の 両面か ら

明示 し え て い る はずで あ る 。

表4　　　　　ABaHecoB 　 Pe ΦoPMaTcKH 疏

　 　 　 　 （1984 ：　143口44）

BHTa．月H沿 　 ［v ・i］Ta 川 ゆ

BHTa 、皿H 沿 　 ［v4 ］Ta 川 H 〕

KHpe　　　　　Lk」i］pe
Knpe 　 　 ［k一壬］pe

　 （1957）

／k丿fr丿e／（sic ）

／k−ir’e／

　 　 　 　 　古賀案

音声表示　　音素表示　　音節構造

rv」ilTa・fi”r・ ／再 t百閥 u ／ CVCVCVCV

［v ／i］Ta 」MK ）　　lvjitalJiju／　CCVCVCVCV

「kjiT］pe　　　　／kllr」e／　　　　CVCV

［k／i
’
］pe　　 ／kj茎r℃／　　 CCVCV

4
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2． 2． 規則的 な／j／語幹の 抽出

　［a］か ら後続の 田 へ の 出わ た りを ［／／］で 表す 若干精密な 音声表記 に 基

づ き， 第 2 活 用 の 動詞 CTO 肌 《立 っ て い る》の 現在人 称活用 の パ ラ ダ イ ム を

表 5−1 の よ うに音声表記 す る こ とが で きるが
， や は り相補 分布 をな す ［」］と

［／／］ を／」／に 帰す こ とで 表 5−2 の 音素表示 が え られ る 。

表 5 − 1

　　 　 　　単数

　　　 1　　　「stajuT ユ　c↑OK ｝

人称　 2　 〔sta 〃i’11　 CTO ”llSb

　　 　 3 ［sta ／／i’tl　CTOMT

複数

［sta〃i▼m ］CTOMM

［Sta〃i’t・e］CTOMTe

［SIajaTtl 　　CTOfiT

表 5 − 2

123

称人

単 数　　複数

／stajo ／　 ／staj　im／
／stajt ⊆／　　　　／s【ajltIe 〆

／stajit ／　　　ノstajat ／

　こ の パ ラ ダ イ ム を例 え ば第 2 活用の 動詞 POBOPHTb 《話 す》の 現在人称活用

の パ ラ ダイム （／gavarjti／／gavar
・il／／gavar4t／／gavar4m ／／gavar

・it・e／／gavar、At／）

と比 較す れ ば， 規則的 な人称接尾辞 の セ ッ ト （
一
／a／

−
／is／一

／｛t／一／lm／
一
／itje／

一
／at／） と， 動 詞 CTO 月Tb 《立 っ て い る》の ， ／j／に 終 わ る 1種類 の 現在 形 語幹

／staj／を導 き出す こ と が で き ， こ の 結 果 は ま た ，
　 CTO 仙 b 《立 っ て い る （2人 称

単 数形 ）》等の ［／／iT］ と例 え ば H』 《沈泥》 とい う語 の 語頭 の ［司 を同 じもの

と感 じて い る話者の 内省 に も見合 っ て い る。 同 じ こ と は，
60tl《戦 い 》，

　 CJIoM

《層》，
Motl 《私 の 》，

　 TB 罐 《お まえ の 》 とい っ た 名辞 類 に つ い て もい え ，
これ ら

の 語の 複 数形曲用の パ ラ ダイム を表 6 の よ うに 示 す こ とが で き る 。

表 6

単 数 主 格

複 数 主 格

　 　 生 格

　 　 与 格

　 　 対 格

　 　 造 格

　 　前置格

複数形語幹

6祕 《戦 い 》

1b＆／

fbaj‘／
／baj　6f／

／bajam ／

／bajV

／bajam ’V
／bajfix／

／baj／

c誕甜 《層》

／sl＆／

／slajl／

／slaj6f ／

／slajam ／

fslaji／

／slajam ’1／

／slajAx ／

／s［aj／

M 曲 《私の 》

／m ＆／

／majY

／majix ／

／m 　aj　lm ／

／majV ／majlx ／

／majimj4 ／

／maj ￥x／

／maj ／

THoM 《お まえの 》

／t。＆／

ftvajl／
／tvaj手x／

〆tvajfmf

／tvaji／／tvajtx／

／tvajlmjl ／

／tvajtx／

／tvaj／

　ア ク セ ン トを担 う／i／は／Vj／の 後 に 立 た ない
，

とす る Pycc κaff　2p αMMamu κ α

1979 （20−2D は ，

q60H

《戦 い （複数 主格 ・ 対 格）》に 対 して ／ba’i／と／ba’ji／を
，

また MeHM 《私 の （複数与格）》 に 対 し て ／maiim ／と／ma ・jim／を ， と い う具合 に
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2 種類 の 語形式を認め る解釈 を余儀 な くさ れ て い る が （同書 125頁），

1°
私 の 解

釈 に は話者の 内省 に 反す る こ うした矛盾 は な い はずで あ る 。 音韻 論の 範囲内で

田 を軟子音 と母音／↓／の 結合 と して 分析 し た結果 ， 形態論 に お い て 名辞類 や

動詞類 の パ ラ ダイム を分析す る際 に も規則 的 な語幹を抽 出で き る と い う利点 が

もた ら さ れ る こ と ， ま た ［／］や 「／／］の 観 察 か ら明 らか な よ う に ， n、1／jil／
《沈泥》等 の 絶対的 な語頭の ／j／は音韻分析 の ため の 恣意 的 な仮 構で は な い こ と

が容 易 に 了解で き る と思う。

3． ［1］ と ［i］の 再解釈の 第 2段階 ：声門閉鎖音 ，

　　呼気の 強め及び軟口 蓋半母音の 音素的価値

　こ こ まで ［i］ と ［i］の うち 巨］ を代表 的単音 とみ な し ，
これ を／f／と して

設定す る解釈 とそ の 利点 を提示 した が ， こ の ／▽ とい う音 素が 実際 に は ［1］ と

［月 に 共通 す る特徴 を表 して い る に す ぎな い こ と を了解す る た め の 前提 として ，

従来の ロ シ ア 語音韻論 の 記述 に お い て着 目され な か っ た音声 な い し音声的特徴 ，

す な わ ち 声門閉鎖音 ［？］ と呼 気の 強 め （こ れ を仮 に ［
’1 で 表 す） と軟 口 蓋

半母音 ［Ψ ］の 音素的価値 を見 きわ め ね ば な らな い
。 ［？］「

’

］［Ψ ］ を含む 形

式 とそ の 現れ る環境 は 表 7 の 通 りで ある 。

表 7

　語頭 ：声門閉鎖音［？］
tl

母音間 ：呼 気の 強め じ1 硬 f音 の 直後 ：軟 口 蓋半f・Y’t！f［i！i〕
巳

sTo ［？e
’te］《こ れ ：》　　rlpoeKT　Lpru’e’k【」（sic ）《訓画》　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rCDTIIM 「S ［IJC

’t亅im 〕《こ れ と と も に》

、、 ［・、
・
t］《地獄 》 　 c。aBT 。p　 ［、a

’
、
・fte，1《賭 者》 〕， 勲 ［．毒、… ，］《。 一 丿 ， 、、、、、、。 ＞

1囃湘 ，

《

瓢
》

臘
1

聯 磚
］

認
：で 》

臨畿 1謡魏濃 糎
blL ？↓

’
」《（字母 の 名）》 等

　［？］［
’
］1甲 ］は相補分布 をな し， さ らに こ の 分布 は 調音音 声学的 に説 明 す

る こ とが で きる 。 すな わ ち ［
’
」は母音 （母音 は もち ろ ん声門 を開か ず に は調

音 しえ な い ）の 間で ［？］が 同化 し た 姿， ［t；p　］は 直前 の 硬 子 音 （軟 口 蓋 子 音

また は 軟 ［コ蓋 化子音） か ら後続母音 ま で の わ た り部 を 占め て い る た め に ［
’

］

（ま た は ［？］）が 軟 口 蓋 の わ た り音 ［Ψ ］ と して 実現 した 姿 と考 え て よ く，

L？］固 ［ULi］が 同
一
音素／ソに 該当す る異音で あ る と解釈 し うる 条件が 整 っ て

い る （記 号は
’
で な く とも よい ）。

1コ
従来 ，

ロ シ ア 語 に は母 音 で 始 ま る音節 と子

6
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音で 始 ま る音節が ある
，

と解釈 され て きた が
，

こ う して ／ソを 設定す る こ とに

よ っ て 今後は
「

ロ シ ア語の い か な る音 節 も子 音で 始 ま る 」 と記述 で き， 音節構

造の 記述が簡潔に な る。
こ う した観察 と解釈に 基づ き ， 表 3 で 扱 っ た語の 音素

表示 を表 8 の よ うに 改 め る こ とが で き る。

表 81234

【
b

9TOa

ム

06ayTPQh

匸

广6ta／　 CVCV 《こ れ 》

／
’
直t／　　CVC 　　《地獄 》

／
’
6ba／　 cvcv 　《両方》

广gtra／　CV ぐcV 《朝》

／4／　　 CV 　　 《（字母 の 名）》

1．　 e」la

2．　 觚

3．　 euτKa

4．　 Kr5

．　 ｝M

／jela／
／jat／
！j61ka／
／jfik／
／j41／

CVCV 　《食べ た 》

CVC 　 《毒》

CVCCV 《ヨ ル カ》

CVC 　 《南》

CVC 　 《沈泥》

ロ シ ア語 の 子 音体系 に お い て／ソ

が 占め る べ き位置 は容易 に 見 きわ め

られ る 。 従来 の 解釈 で は ， 硬軟 の 対

立 に お い て 軟 子 音／j／に i 次 元 的 に

対立 す る硬 子 音 は 設 定 さ れ て こ な

か っ た 。

14
そ こ で ／γを こ の ／j／に 1 次

元的 に 対立 す る硬 子 音 と して 位置づ

け る と， 図 1の よ うな整然 と した体

系 が現 れ る 。 ／」／は 他 の 軟 子 音 と同様

図 1．現代 ロ シ ア語の 子音体系 （部分）

1

　 　 　 ラ

∴ ．

無夷 《
一 一

〉 有P

硬子音

に ， 後続の 母音 に硬 口蓋性 （高舌性 と前舌性）を課すが ，／j／の 硬 口 蓋性 は所与

の 子音 に二 次調音 に よ っ て もた らされ る付随的特徴で は な く，
ロ シ ア語の 子音

体系に お い て ／j／は 硬口 蓋性 （軟音性） と い う特徴 しか 持た な い 本来的な 軟音

で あ る 。 そ れ に 対 し て ， 他 の 硬 子 音 と 同様 に ， 後 続 の 母 音 に 軟 口 蓋 性 を課

す／ソは軟口 蓋性 （硬音性） とい う特徴 しか 持 た ない 本来的 な硬音 で あ り， 硬

軟の 対立 （また は 口 蓋性 の 有無）に お い て／j／に 1 次元 的に 対立 す る子音音素

で あ る 。 ／j／と／ソを他の ，
二 次調 音 に よ っ て 硬 口 蓋性 ま た は 非硬 口 蓋性 （軟 口

蓋性 ） を附与 さ れ て い る い わ ば
厂
ふ つ う」 の 子音 と区別 して ， そ れ ぞ れ

「
ロ 蓋

音素 囗a」laTa 」lbHa 月 φoHeMa 」
「非口蓋音素 HeHa 」［aTaAbHaH ΦoHeMa 」 と呼 ぶ こ とが

で き るだ ろ う 。

L｛
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4． ふ たたび ［1］ と ［司 に つ い て

　音韻解釈 の こ こ まで の 過 程 で 明 ら か に な っ た の は ，
ロ シ ア 語 に お い て は

［i］ と ［i］ はい か な る場 合 に も硬軟 い ずれ か の 子 音 の 直後 に 現 れ るの で あ り

（
「

ロ シ ア 語 の い か な る音節 も子 音 で 始 ま る 」〉， Li」 と L封 の い ずれ と して 実

現 す る か は ， 音素／∀の 直前の 子音の 硬 軟の 差 異 に よ っ て 規定 され て い る
，

と

解釈 し うる可能性で あ る 。
ロ シ ア 語 に 現 れ る 母音 団 の 前舌性 は直 前の 軟 子

音 に 該 当す る 特徴 で あ り， 音 素／y に と っ て は余剰 な特徴で あ る ， と考 え う る

現段 階で は ，
i とい う記号で 表 さ れ る 音素 は 田 と ［刊 に音声面で 共通 す る

特徴の 束 を表 して い る に す ぎな い
。 こ の 時 点で は ［i］と い う単音を表す 記号

を音素／i／の 表示 に 用 い る必然性 が な い た め
， 今後本稿で は誤 解 を招 く懼れ の

よ り少 な い で あ ろ う 1 と い う記号 を用 い て い くが
，

； と iと 「 の い ずれ σ）記号 を

用 い る か は こ の 時点で は すで に 音韻論の 問題 で は な く印刷 技 術 の 問題 で あ

る 。

T（’
残 され た 課題 は

， 音 素／1／に と っ て の 弁別的な特徴 を， 他の 母音音素 との

相対 的関係 に お い て 見 きわ め る と同時に現 代 ロ シ ア 語の N 音体 系 を設定 しなお

す こ とで あ る 。

5．現代 ロ シ ア語の 母音体系

　 ヒに 経緯 を述べ た解 釈 に 基 づ き
， 私 は こ の 音素／1／の 弁別特徴 を ［単母音］

［非前］［高］ と し て
，

17
図 2−2 の 図式 （図式 2） に 示 した 体系の 中に 位置 づ け

る解釈 を提案 し
， 図 2− 【の よ うな従来の 代 表 的 な母音体 系の 図式 （図式 D に

代わ る案 とした い
。

　母音の （特 に母音の ）音色 の 差異 は 口腔内の 舌の 構 えの 相対的な差異 に 基 づ

い て い る た め ， そ れ ぞ れ の 母音音素 を他 の 母音音素 か ら区別 して い る 弁別特徴

を仮定す る に は
， 形態論の 記述に もた ら され る利点や 通時 的な経緯 な ど間接的

な証拠 に 頼 る以 外に な く，
こ の 時点 で そ うす る こ とは む し ろ

， 本稿 の 冒頭 に 述

べ た 前提か らみ て も望 ま しい
。 また 同 じ理 由に よ り，

一
般 に 受 け入 れ られ て い

る図式 1の よ うな標準 ロ シ ア 語 の 母音音素 の 位置づ け を阻 却す る積極的 な根拠

をみ い だ す こ と は お そ ら く不可能 だ が
， 図式 1 の 体系に 関す る以 下の よ うな否

定的な事由は そ の ま ま図式 2 を支 え る
「
間接証拠」 に な る と思 う。

（1） 図式 1 と基 本母音 図 と の 不 自然 な類似 。 音素 とい う emic な次元 の 単 位 が

8
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図 2，現代 ロシ ア語の 母音体系

高　 i

↑
u

　 非低　e　　　　　　　 o

械＼／
　 　 　 非円唇 く → 円唇

図 2−1．　ABaHeCOB
（1956：88；　1984： 53）
1）Lyccκα∬ eワauamaffa 　1979 （5−6）
トゥ ル ベ ツ コ イ （1980： 108・09）の

解釈に よ る図式 （図式 1 ）

　　／
elt

高　 e

t
低　 a

ー

i
よ

飢
’

〆
’

／
／

／

　ft
／ i

　 ：

　 l
　 l　 ／

　x．／−ot1

！
o

＼ 配

＼
U 二 重母寉

　＼
　 単母音

前 く
一一一一

》 非前 く 一 一》 後

図 2−2。古賀の解釈に よる図式 （図式 2）

etic な 次元 に ある音声特徴 とは原理的 に 別次元 の 単位で ある以上 ， 設定 され る

音 素体 系 も音 声学的な基本母音の 分類 とは原理 的 に 別次元 に あ る ， とす る な ら ，

所与の 言語 に現 れ る 単音 と して の 母 音の 音声的 な分類 と音素の 分類が さ よ うに

同形的で あ る こ とは む しろ まれ で はな い か と私 は考 え る。

（2）「
ロ シ ア 語で は ［o ］が 過 度 に 円唇化 され る と ， ［u］に 似た 音響効果が もた

らされ る flpHMeH｝ITe，AbHO 　 K　 PyccKoMy　 fi3blKy，
　 qPe3MePHa ” ’：a6Ma ’IM3aHHH ［o］

【lpliBonHT 　K　aKycTHgecKoMy 　g（1）（beKTy［u］」 と い う AKH田 HHa 　et　al ．（1990：91）の

文言は
「過度 に 円唇化 して 発音 され る／o／を ロ シ ア語話者 はん／と聞 き違 え る 」

あ る い は
「
／o／の 円唇 性 はん／の そ れ よ り も弱 い 」 とい う趣 旨で 理解 しな けれ

ば ，

「
［o］が 過度に 円唇 化 され る と ， ［o ］が 過度 に 円唇化 され る効果 を もた ら

す」 と い う循環論 に な る と 同時 に 「
ロ シ ア語で は 」 とい う限定が意味を失 う。

私の 理 解が 誤 解で な け れ ば，
こ の 文言 もや は り図式 2 を支持 す る もの と考 え る

こ とが で き る 。 図式 1 が 含意 す る よ うに ， ／o ／と／u／が 舌 の 高 さの み で 区別 され ，

か つ 円唇性 が／o ／と／u／の 共通 の 弁 別特 徴 で あ る な ら
， 円唇 性 と舌の 高 さが 必

然的な相関関係の な い パ ラ メ ー タ で あ る以 上
， ／o／の 円唇 性 を強め て も混同が

お こ る 可能性 は き わ め て 低 い か らで あ る 。 また観 察 した か ぎ りで はん／自体 の

円唇性 も比較的弱 く，／o／と／u ／が 音声的なレ ベ ル で 共有す る 円唇性 は音素 と し

ての ／o／とん／に と っ て 余剰で あ る可能性が 高い
。
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6． 母音交替 との 相関関係

　図式 1は音声 と して の 母音の 前舌性 と非前舌性 とい う特徴を事実．ヒ非弁別的

な特徴 とみ な す と と もに ， 円唇性 と非円唇性の 構造的対立 を認 め て い るが
， 例

えば ［y］と ［i］， ［o］ と ［e］， ［oe］と ［ε］等々 ， 音声 の 次元 で 円唇性 の 有 無

の み に よ っ て 1次元的に 対 をな す単音が V シ ア 語 に 現 れ な い 以上 ， 円唇性 と非

円唇性の 対立 を弁別的 とす る 根拠 は薄い
。

　標準的な ロ シ ア 語の 場 合， ア クセ ン ト核の 移動 （ア ク セ ン ト素　fipocofleMa の

交替） に 伴 い
， 同

一
語幹の 内部 に お い て 概略次 の よ うな母音の 交替 （NB ．「

弱

化 」 で は な い ）が 起 こ る 。 硬 子 音の 直後 で
， ア ク セ ン ト核 を担 う／a〃o ／は 無

ア ク セ ン トの ／a／と交 替 し （《与 え る》flaJL！dal／（男性過 去） Ma 認a／dalfi／ （女

性 過 去）， 《机》cTo ．q／st6t／ （単 数主 格）〜 cTo，na／stala／（単 数生 格）等）， 軟 子

音の 直後 で
，

ア ク セ ン ト核 を担 う／1／／e／／a／／o ／が無 ア ク セ ン トの ／1／と交替 す

る （《顔》川 L【a／1’fca／ （複 数 主 格）〜 ，・IMIIo／1丿iC6 ／ （単 数 主 格）， 《七 》 ceMh ／

sj6mj ／ （主 格 ） 〜 ceMM ／sjI ■
jf／ （生 格 ），

《毬》MHq ／miacj ／（単 数 主 格 ） 〜 M 月
LIM ／m ・lcJ

i／（複数主 格）， 《運 ぶ 》Be3 ／v’6s／ （男性 過

去）〜 Be3 ，la／v −］izla／ （女 性過 去）等）。 しか

し／u／は こ う した 交 替 に 関 係 せ ず （《歯》

3y6 ／zfip ／ （単数主 格）〜 3y60B ／zub6f ／ （複

数 生 格）， 《包 み》TvaK ／tJfik／ （単 数 主 格）

〜 TH ］）KH ／t’uk ’f／ （複 数 主 格）等）， こ の 点 に

お い て も他の 母音 音素 と著 し く異 な っ て い

る。 図 3 は ロ シ ア語 に現 れ る語形 内部の 母

音の 分布 を図式 2 に 基づ い て 図式化 した も

の だ が ， 今 述べ た母 音交替 と語形内部の 母

音の 対立関係が （当然 で は あ るが ）符合 し

て い る 以上 ， ／u／が ［後］ と い う唯
一

の 特 徴

（素性）で 同定 さ れ る 図式 2 に よ っ て 形 態

音韻論の 記述が簡潔に な る見通 しが あ る。

一 10 一

図 3．アクセ ン ト核に先行 する
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7． 方言間の 母音体系の 相関関係

　 ロ シ ア語諸 方言の ／u／に
一

貫 す る特 徴 と して 1
’
lomapHuKafi（1997 ：37）力弐指

摘す る よ うに ， 原則 と して ／u ／が け っ して 他 の 母音音素 と中和 せ ず，
つ ね に 他

の 母 音音素 との 対 立 を保 つ とす れ ば
，

IH
図式 2 はん ／の こ の 際 だ っ た 特性 を 反

映 しえて い る こ と に な る
。 さら に

， ア ー カ ニ エ aKaHbe と イー カ ニ エ MKaHbe が

共存 し， オ ー カ ニ エ OKaHbe とイ ェ
ー カ ニ エ eKaHbe が 共存 す る こ とが 知 られ て

い るが
，
　
19

この 共存関係 をそ れ ぞれ 別々 に で は な く単
一

の 公 式つ ま り図式 2 に

よ っ て 了解 で き る と い う見通 しは立 て られて よい だ ろ う。 す なわ ち ， 図式 2 を

採れ ば，
ロ シ ア語諸方言にお け る母音の 分布の 特徴に 関す る次の よ うな作業仮

説 を提供 す る こ とが で き る 。

厂
ア ー カ ニ エ 方言 と オ ー カ ニ エ 方言の 差異 は 母音

の 弁別特徴の ［前］と ［非前］の 構造的対立の 中和の 有無に よ る もの で あ り，

ア クセ ン ト核の あ る音節 よ りも前の 音節に お い て ， 前者 で は こ の 対立 が 中和 し
，

後者で は保た れ て い る」

　［前］と ［非前］の 対立 の 中和 に 際 して図 3− 1 の ［高］の 地 位 を図式 2の ／1／

が 占め ， なぜ ／e／が有標 な の か ， また ［低］の 地位 を／a／が 占め ， なぜ／o／が 有

標 な の か ，
つ ま り図式 2 に お い て ［単母 音］と い う特徴 しか 共有 して い ない

／，／と／a／が なぜ 図 3−】の ［非後⊃の 地位 を占め るの か を現時点で は私 は説明 で

きな い （図 3−2 に つ い て も同様 で あ る）。
こ の 非対照 的な分布 に 関 して は 音韻

史の 見直 し と今後の 方言調査に 俟ち
， 考察を保留す る 。

8． おわ りに

　本稿で は bl とい う字母が 表 す音声 を硬子 音 と／1／の 結合 と解釈 した わ け だが
，

この 解釈 との 関連で ， 私 は 古代教会 ス ラ ヴ 語 の キ リル 文字 の 写本 に お け る字母

bl が 「
まれ に bH と書か れ ＜…＞ bl も bM も b と 1 な い し H と を組み 合わ せ た

合字で あ る 」 （木村 1985：34） とい う事実は きわ め て 示 唆的で あ る と考 え る 。

木村 （同書 39頁）は b の 推定音価 を 厂後舌母 音」 と し ， Xa6ypraeB （1974 ：

88） は 「後 舌 中 高 の 弱 化 （超 短 ）N 音 音 素 pe皿yuHpoBaHHa 日 （cBepxKpaTKa 月）

ΦOHeMa 」 と位置づ けて い る。 繰 り返 しに な るが ， 現代 ロ シ ア 語 に 関す る私の

解 釈で は
， 軟 口 蓋 （つ ま り後舌の ）半母 音 ［Ψ ］ は非 口 蓋音素／ソに 該当 し ，

字母 b夏 の 名称の 音素表示 は／
’
f／とな る 。 こ う した外見上 の 単純 な類似か ら な に
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が しか の 結論を直接導 きだす こ と は もち ろ んで きない が ， 本稿 の解釈 が 妥当 な

らば，
こ こ に提 示 した 母音体 系 と／ソが 発 生 した 経緯 に 関 し て

， 本稿 で 特 に 扱

わ なか っ た ア ク セ ン ト素 との 関連 を も含 め
， 今後 ロ シ ア語音韻史の

一
部分 を包

括的 に 見直す 余地が ある。

【補論】単一 音素 と しての 二 重母音に つ い て

　 トゥ ル ベ ツ コ イ （1980） は 二 重 母音を設定 しない 根 拠 を音韻解釈 に お け る 方

法的原則 と照 ら し合わせ るか た ちで 表明 して い るが
， その 解釈 は説得力 を欠い

て い る 。 ト ゥ ル ベ ツ コ イ （同書 62 頁） は
「規 則 1 単

一一音 素 の 具現 と し て解

釈で き るの は， その 構成要素が 当該言語に おい て 2 つ の 音節に分 か れない よ う

な 音結合 だ け で あ る 」 と した う えで ， 次 の よ うに 述 べ る 。

「ロ シ ア語 ，
ポ ー ラ

ン ド語 ， チ ェ コ 語 に お い て
「母音 ＋ 音節副音的 i」 の 結合が 母音の 前に 立 つ 場

合， iは後続母 音 に 結 びつ き次 の 音節の 初頭 を成 す （ロ シ ア 語 Z加碗 う 《馬

具》， チ ェ コ 語 ku−PU−je《彼 は買 う》 等）。 したが っ て ，
こ の よ うな言語 で は，

この よ うな結合 は 音 素結合 「母音 ＋j」 と解 釈 され る が ，
こ れ は そ の 結合全体

が 1音節 で あ る場合 に も そ うで あ る （ロ シ ア 語4切 《よ こ せ 》＝ 音韻 的 に は

ゴの）」 （同所 ）

　
「
そ うで ある 」 の か もしれ ない が

， 単一 音素 の 具現 と して 解釈で き る の が
「2

つ の 音節 に 分 か れ な い よ うな音結合だ け 」 で あ るな ら ，
ロ シ ア 語 の dai 《よ こ

せ 》が 2 つ の 音節 に 分か れ て い な い （「結合 全体 が 1音節で あ る」）以 上 は，

［a1 ］は 音 素結合 「母音 ＋jIで は な く， 単 一 音 素 の （4の 《よ こ せ 》） と解釈

す るべ きで は ない だ ろ うか 。 少な くと も，
こ れ ら を単

一
音素の 実現態 と して 解

釈 し うる可能性 を
「
規則 1」 は否定 しな い

。
二 重 母音 を認 め ず ， 例 え ば BDAHa

［v笥na
’
］《戦争》 とい う語 が CVCCV と い う音節構造 を持 つ と解釈 す る と

，

音素配列論で の 子 音束 の 記述が 不 当に 複雑 に な る 。 標準的 ロ シ ア語 の場 合 ， 従

来設定 され て きた単母音の 数 が 5 つ （また は／↓／を含め た 6 つ ）で あ り， 対応

の 二 重母音 を設定す る と して も， 母音音素の レ パ ー トリー が 5 個 か らた か だ か

10 個 （また は 6 個 か ら 12個） に増 え る に す ぎず ， 常識の 範囲 を越 えな い 。

　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 （こ が 　 よ しあ き ・東京大学大学院）

【付記】本稿 は 日本 ロ シ ア文 学会 1999 年度研 究発表会 （東北大学〉で の 発表
「
現代 ロ シ

ア語 の 成 節音体 系 に つ い て ：音素／V の 弁別特徴 は何か 」 に 基づ く論 文で あ る 。 発表で は
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「成節音 」 とい う語 を用い た が ， 本稿 で は
「
母音 」 と した 。

「
成節音 」 と い う語 を用 い る

ほ うが ， ／n 〃 r〃 1／等の 鳴音 を音節主音 とす る語を もつ 他の 諸言語 との 類型論 的 な比 較 に

便利 で は ある （現代 ロ シ ア語 に お い て母 音の みが 音節主 爵と な る の は 偶然で ある）。

「
成

節音 」 とい う概念を支 え る
厂
音韻論的音節 」 と い う概 念 に つ い て は稿 を改 め て 別途論 じ

　　　　 　　　　　 　　　　 　　　A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
る。 また 発表に 際 して用 い た i （及び it） と い う記号 を本稿で 1 （及 び 1の に 換えた の は

誤読 を避 け る た め の 処置で ある。記号の 問題 に 関して は本稿 4 節 を参 照の こ と。

注

1
私 の音韻解釈は Ill．

，
　H．　C．氏 （女性 ， 日本語教師）の 発音 とそ の 内省 に 基づ くもの で

　 あ り， 氏 の 御協力 に 御 礼 を申し述 べ た い
。 氏 は 1941年 旭OCKBa に 生 まれ ，

1歳か ら

　 15歳 ま で 東 シ ベ リ ア の HpKyTcK
， 極 東 AMyp 州 の B．laroBeuaeHcK ， 北 コ ーカ サ ス

　 CTaBpeno．qb 州の EcceHTyK” で過 ご した後 ， 赫 ocKBa に在住 し高等教育 を受 けた
。 私 は

　 氏 と同様 ， 氏の 発音が か な らず し も標準的で ある と は主張 しな い が
， そ れ は本稿の趣

　 旨を損な うもの で は な い と考え る 。

2
特 に 断 らな い か ぎ り本稿の 音声表記 はほぼ国際音声字母 （JPA ） に依拠す る簡略表記

　 で あ る 。

3
こ こで a 案 と して 念頭 に 置 い て い るの は 111ep6a（1983 ［1912］： 50）， 31iHnep（1960：

　 65），FBo3neB（1963： 90−114：1， 从 ac調oB （1998〔1975］：53）であ り，
　 b 案 と して念頭 に置 い

　 て い るの は PeφopMaTcK 曲 〔1996 ［1955］： 217＞，
　 ABaHecoB （1956： 88； 1985： 53＞，

　 Pyccκan 　epaM 」vaamuKa 　1979 （5頁 以 下〕， ト ゥ ル ベ ツ コ イ （1980 ： 108−09），

　 ，
［LMHTpeHKo〔1985：24・28）及 び rlaHoB〔1997；127−30）で あ る 。 各語の 音素表記は ， これ

　 らの 各論者な らお そ ら く本質的な変 更な くその よう に表記す る で あ ろ う， と い う推定

　 に 基 づ く表記で あ り， 各論者の 著作 に実際 に各語の 音素表記が あるわ け で は な い 。

4

外来語 を除 く
「
本来的」 な ロ シ ア 語 に は字is　hl （また は ［月 とい う単音）で 始 ま る

　
「
単語」 は字母 bE の 名称以 外 に な い が

， 私 は こ うした例 を音韻解釈 か らあ えて 除外す

　 る必要 は な い と考 える。

5
独立 の fL／を認 定す る根拠 として IUep6a（1983 ［1912｝： 50）が挙 げ る次 の 例 に は音声

　 観 察 の 粗 さが み ら れ る ：B ”Kpax 　［vikrax ］《ふ くら は ぎに お い て 》，
　 c　 MBaHoM

　 ［sivanom ］《イ ワ ン と と もに 》。 私の 解釈で は それ ぞ れ／vj壬krax／， ／sjivfinam ／で あ る 。

6
　（・TaKMM　o6pa3eM ，

　Buma ／tuκ） M8 〃ノπαノzμκ）
，
　Kuρe　H κ 物 8　npoH3Hoc 只TcH ［le　o／t”HaKollo 、〉

　 （ABaHecoB　 l　984： 143−44）．
7Pe

ΦopMaTcK 曲 （1957） は 実際 に は KHpe 《キープ に 》 と KMpe 《イーラ の ほ うへ 》及

　 び B｝tTa 、IHIo 《ヴ ィ ター リーに 》 と B　I・ITamMio《イタ リア へ 》 とい う例を ABaHecoBの

　 ｛lBonPocbl 　PYCCKOrO　．TtaTepaTypHoro 　ilpoH3HoLueHldチ1・）　（ノとvo‘κ〃 彦　E3blrc 　θ　at κone
，　1937．

　 No ．3．91−92）か ら引 い て い るが ，
こ の 論文 は末見で あ る 。

s
もち ろん ，

こ の 矛 盾 に対 す る解決策 を ABailecoBや PeΦopMarcK 曲 が 無 定義の ま ま用

　 い るハ イ フ ン （L．］や／一／）に 求め るわ け に は い か な い
。 また ， Haite （1959 ：72）の
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古賀義顕

　
LRule

　 P 】2’ （音韻規則 12）は PeφopMaTcK 曲 （1957）の こ の 矛盾を処理 する た め だ け

　 に 設け られ た ad 　hQC な規則で ある 。

9t 、OcHoBHble　oPPaHKgeHHfi　KacaK
’
）TcH φo臼eMb 【 ／te ／BKoHTeKcTe ／C −／回 φoHeMb ［／，i！B

　 KoHTeKcTax ／＃ノー、

／ HIVy −／・ （P：yccκan 　 epa − tMamuffa 　 l979： 2 ・21）． なお
，
　 fi3b且K

　 《舌》， eMy 《彼 に》等 の 語 頭 に 現 れ る ［j1］（sie） をfje／と解 釈 し，
　 MHotl 《他 の 》，

　 HMeTb 《持 つ 》な ど の 語 頭 に 現 れ る 音 声 ［i］ と 区別 し て い る 点 ， 私 は P ）
，ce κaff

　 2〃（膨 ．肥 〃 〜酬 01979 に 間然す る と こ ろが な い （本稿 で 同書を特 に と リ ヒげ るの は ， そ

　 の 音韻論及 び形態音韻論の 記述 を現時点で 最 も一
貫 した明示 的な記述 と考え るか らで

　 ある）。

10
　MMeHHble 　oCHOBbl 　Ha 〈ノ

＝ ＞MO ［
’
yT　coxpa 朋 Tl ・ Ha φ〔IHeMaT “qecKoM 　ypoBl｛e ／・ノ／MllePeJl

　 ／i／
，

cp ．　 Npl ／ba’i／Il／bat／i／，
　 Dpl ／ma ’im／／11／洳 α ’ノ〃η ／； B 　owl ｝四 レ1e　oT 　HHX

　 l
’
JlaT

’
o．ffhHble　ocHoBbl （：uTe ，

「tyHJT　ocHoBHblM 　冂paBHulaM　o　coqeTaeMocTH ／ノ／，
　cp ．／statis ／

，
！n ，

　 i　ta／i／“　（：Pycc καg 　aρaMMam ακa　1979： 125｝，
1’

実際に は，語頭の ［？］は ［
’

］ と自由変異の 関係 に ある 。

12
こ こ で は特に 唯

一一
の ア クセ ン ト核に よ っ て ま とま りをなす

「
音韻論的な語 」 の 範囲内

　 の 例 を念頭 に置 い て い る 。
こ こ で 前提 とな っ て い る の は ， Ba，ne　Lva’lje」《ワ

ー リ ャ

　 に 》 と 常 に 区 別 さ れ る HAvie ［vlμa
▼lje］《ア ー リャ に お い て 》が B3a ，，：e　Lvza’lje］

　 《ホ ール に お い て 》と最小対 をな して お り， ま た KO』e ［ko
’lje］《コ ー リ ャ に 》 と常

　 に 区別 され る KO ．le 匚k璽lo
▼
】je］《オ

ー リャ の ほ うへ 》が KTo ．ie ［kIo
▼1」e］《ト

ー リャ

　 に 》 と最小対 をな し て い る等 と い う観察 及び解釈 で あ る 。 B　 o6 皿 eM 《概 し て 》，
　 B

　 OCHOBHOM 《基本的に》 と い う形式 に〃 が 現 れ な い こ とを付言 して お く （音韻的 に は

　 それ ぞれ／v6p ¢
jlm ／， ／vasnavn6m ／）。

13P
“

，ccrcaSt ερω 斑 α伽 ’ω 1979 （4 頁以 下）の
「音 素 」／＃／は音声現実 とは何の 関係 もな

　 く， 事実 L 「

語頭 1 及び 「
語末 1 とい う環境を表す記号 で あ る （，，K 　qHC 耀 　φOHeM

　 npHqHcJlfleTcfl 　φoHeMa 　1＃／
n

　H （IYrl．・zo　u　κoHL ）1｛　｛fiθHeJfHoa
“
　翼enoitlt

’
a ；　BBc 皿eHIle 　ee

　 3HaqHTe 、lbHo　o6 』erqaeT φopMy 　o刪 caH 朋 、・ ［同書 4 頁 ， 斜体強調 は古賀に よ る1）。 こ の

　 ／＃／を音素 と して認 め る方法を容認す る と，
い や し くも 〈語〉 とい う単位を もつ すべ

　 て の 言語 に 同
一

の 音素 が ある ， と い う 「
言語普遍 1inguistic　 universai −1 の 俗流類型論

　 的 な 「
発見 」 に もつ な が りか ね な い

。

14
またノj／は有 声無 声 の 対 立 軸 に お い て も対 応 の 無 声項 を も た ず，そ の 意 味 で／j／を

　 ABaHecoB〔1956： 192）は く独 り者〉音素 （boiieMa・，，eAMIIo
・
⊆Ka

“

と呼 んで い る 。

15
私 は両．者を ま とめ て仮 に 特徴 音 素 （IIPM3HaKOBble φOHeMbl ） と総称 して い る 。

IA
仮 に

「
い か な る音節 も子音で 始 まる 」 と解釈 しな い の で あれ ば ， 非円唇中舌高母音 を

　 表 す記号 （本稿で の 1） をその まま用 い るの が最 も好 ま しい
。

17 二 重母音 を設定する否定的な根拠 に つ い て は 【補論】を参照の こ と 。

］8
　（・ΦoHeMa 　＜y＞，

　KaK 　npaB ｝i，no
，

（：oxpaHHeT 　cBoK ） ］lpoTMBo ［IOCTaBJleHHOCTb 、1Py1門HM ΦoHeMaM
，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現代 ロ シ ア語の母音体系

　　Haxo 皿月cb　c　HHMM 　B　oTHoLueHilH 　nocTo 月HHo 前　HeHe 耗Tpa 丿】｝｛3yeMo 曲　onfio3nl」HH “ （「lo｝KapHllKaA

　　　l997 ： 37）．

19
ρyooκ 厩 fl3blrc．∂κt4uκ．toree∂ag の 各項 目， 特 に “MKaHbe・〉 と eEKaHbe ” を参照 の こ と

　　　（い ずれ も JI．．J
’
1，　KacaTKMH に よ る執筆）。
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deesxee

noc"aKH KorA

   CoBpeMeHHbln pyccKHn  BoKa"H3M:

CTpyKTypHaA  peMHTepnpeTallH"  [i] H  [;]

   UeJb 9TOli CTaTbM  COCTOMT  B 
'1'OM,

 gT06hl

Pe"11TePnPeTHPOBaTb C JIeCKPMnTHBHOId II03}{llI{H
                                   o

nBa rJTacHblx  q)oHa, BcTpeuaro[uHxcH  B pyccKoM g
"31)IKe,

 
a
 
MMeHHO

 [i] M
 [i], H

 
TeM

 
CaMblM

 esad
AeKa3aTb,  

tlTe
 BOKa.IH3M  COBPeMeHHOI'O

                                   scTaHAapTfloFo  pyccKoFo "3b]Ka u6pa3yeT

c"cTeMy,  cxefi{aTHgecKM  H3o6palkeHHyro                                   N
                                  :
cnpaBa.

   Ec.IM To.lbKo  ycTaHoB"Tb B KagecTBe

onHo3HayHoJ'o  Koppe.qH'['a  MHF[<oE"1 corjlacHoil [boHeMhl

K  KoTopoM  KaK  a.,a,nocboHbl oT[Iocs{Tc"  FopTalma"

ycMJIel{Hoe IIbJxaH}{e ['] (IHanp. B  coa6mop

"o.rlylwlac}lblil [z-u] (Hanp. B rc ale [kl,yo'lje]; cp.

pyccKoM "3blKe  Bcfitcua c:,7oe HavuHaemcff  c coa･2acNou

Pa3jlHLIMe MeMllY  nePeAHefl3bl"HblM  [i] M CPellHefi3blt{HblM

TBepnocTM  / MflrKocTM  Y cOF.qacHota cbOHeMbl  nePeu  ollHoli

"peacTaBmle'r  Ha6op  o6LuHx  ILJIA [i] H [i] flpH3HaKoB,

He3anHepAnHocTb.

   LITo  KacaeTcfi  [i] M Li], Ta  B  pyccKo}"t

K oAHol"1 " Totl Ke  (PeHeMe  /i/. B  oT.mg"e  oT

"PeMO>KeHHb[ta  3JleCb BaPMallT  ilPeitOCTaBJ"eT  PHn

JLOKa3aTe,;･IbC'rBOM B T]O,J]b3Y ]IPenCTaBJIeHHO}l

"HTepnpeTauM"  no3Bo,,q"eT  gKcn,n"u"T]{o  ofmcaTb

Buma.ettio /vj]ttiljiju/ (CVCVCVCV): B

I<upe !kiiilje/ (CVCV): ,c I[4oe /kjirjeACCVCV); ii

napaw['M  Tal{Hx  c.ToB,  KaK  cmoffmb,  ."ou  H T.

TOrO,  11allHaH CXeMa  naeT  B03MO>KHOCTb  06'E)HCH}tTb

c.ilol'e B TOti M.IM HHoti cfioBocboPMe  HcthTpa,,TH3-veTc", a

       -.-  -.

   

 e

   

   
   

   

   
  

 a"epeigixe

 Hellepepmie 3alff{He

                       '

    L?] (Hanp. B  azff [?o'lje]),
      Pt BejlflPHblP'd nePeXellHblil

1[("one [ko'lje]) i{ npH3HaTb,  i{To  B

    CPOHeMbt, TO  MOlkI[O OTIIeCTFI

    [l] B .qEo6ota c.qoBo(I)opMe  K

   li 
'voH

 }Ke  pnacHota  /[1', KeTopafl

     1'. e. BePXI{eSl3bNHOC.Tb  H

  Lj/ TBepAy}o  cor.oacHylo  aboHeMy /'/
CMbJilKa

[sa'a'ftgr])

                                .･:KHrBMCTMKe  ffMeDTCA  J(Be 
'rPaJkMUMOHHblX

TogKH  3peHMA,  OJLHa H3  KoTopblx  oTHocMT  "x  K pa3HblM (boHeMaM  /if va A/, a npyra"

                                     TaKHx  npemlmx  nHTepnpe'rallMM,

                                     IIPeMMYIILeCTB  aJ" OnMCaHH"  KaK

Ci]eHeTIS9eCK}GX,  TaK  Fi MOP(bOjlOrHtieCKHX  flBJIeHMta, YTO,  B CBOIO  OYePellb,  C.qYMHT  KOCBeHHb]M

                                  BblllIe CXeMb[  BOKa-H3Ma:  i) M05{

                                  TaKMe  IIaPbl (bOHeTPILIeCKHX  CJiOB, KaK

                              "tna.tuio /viltalilju/ (CCVCVCVCV) H

                                    ) OHa  AaeT  B03MOlkHOCTb  }i3B.leilb  H3

                                n., Pel')"[JIHPHble OCHOBbl  Ha  /j/; iii) KPOMe

                                      pa3,,fmyl{e Me>KA>,  aKa}ouql{M}i M

OE<alOIIIHMH POBOPaMH  TCM,  
tlTO

 BO-fiePBhJX  Onil03MlLM"  "ePelLHHM  / HenePelLHIII"･I B nPe,1lrrJLaPHOM

                                     Bo-BTopb]x  oHa  coxpat{"eTc".
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